令和７年度　第２回　四国中央市市民自治推進委員会　会議録

１．開催日時　　令和８年３月16日（月）　19時00分から20時30分まで

２．場　　所　　四国中央市役所　市民交流棟　２階会議室

３．出 席 者　　（委員長）前田 眞
（副委員長）田野　奈々重
（ 委  員 ）赤松　茂孝、鈴木　由和、星川　光代、越智　光三、猪川　美幸
　（事務局）地域振興課長 　福田　幸児
守屋　貴子、宮本　純花、山本　大将
　　　　　　　　
４．傍 聴 者　　１名

５．会議内容　　１．開　会
　　　　　　　　
２．委員長挨拶
　　　　　　　　
　　　　　　　　３．審議事項

（１）地域コミュニティ活性化事業について

　　　　　　（２）協働事業の推進について

（３）その他
　　　　　　　　　
４．閉　会



６．会 議 録　　

	発言者
	発言内容

	事務局
	「１．開　会」
開会挨拶

「２．委員長あいさつ」を行った後、審議事項に移る。

	事務局
	それでは、以降の審議事項については委員長にお願いする。

	委員長
	審議事項の（１）地域コミュニティ活性化事業について、事務局より説明をお願いする。


	事務局
	令和８年２月20日に開催されたまちづくり事例発表会の内、地区コミュニティ活動事業について説明。（蕪崎地区、川滝地区、豊岡地区、嶺南地区、中曽根地区、関川地区：計６団体）


	委員長
	これらについて質問等があれば。

	委　員
	地域の人から空家対策や休耕地等について相談があった。
内容は耕作放棄地を何とかしてほしい。所有者を調べるにも地域では限界があり、行政に問い合わせても個人情報で教えられないとのことだった。
地域で課題を解決する地域コミュニティであるのだから、条例等の改正を検討できないか。


	委員長
	様々な要件がある中、特定空家と指定されると行政が代執行できる制度があると聞いている。空家とは、保安上危険、著しく景観を損なっていること及び立木の枝や繁殖した雑草等のはみだしの要件があることだが、事務局側で何か空家対策等条件はあるのか？


	事務局





委員長
	空家に関しては委員長の話の内容とおり、個人管理が不十分なことにより、建物の倒壊や建築資材の飛散、草木の繁茂による害虫の発生などで周辺に被害を与えるという話がある。土地の所有に関しては法務局や税務課で把握できるが、個別に土地所有者を教えることは、個人情報があり難しい。

地域課題解決のための担当課を設置し、地域課題解決を策検討する会を組織して打開策をみつけていくようなことができればいいのではないか。

	


	自治推進委員会の所掌権限かわからないが、様々な課になげかけながら話し合いの場が用意できればよいと思う。

	委　員
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事務局
	コミュニティー活性化事業は、公民館単位で地域課題を住民で洗い出し解決していくものである。現在は６地区だが、将来的には全地区に広がっていくようなことを目標としているが、地域の色々な事情もある中で、すぐに立ち上げは難しいのでは。
まずは、人とのつながりである。社会福祉協議会、老人会、サロンなど各種団体があるが、若い世代とのつながりが薄れている。
次に、様々な事業を進める中で団体や人と意見の合意を取るため会議を行うが、日中は若い人は仕事に出るため参加は難しく、夜になると高齢者には体力的な負担がかかる。若い人の参加がないと活性化は難しくなるのではないか。

来年度以降、コミュニティ活性化事業をどうしていくかというのは新しい動きがある。行政が市民に対し何か働きかけることや市民も説明を待つのではなく将来に向けて自分たちで動いていく仕組みを作っていくのも必要だと思う。

次に審議事項の（２）まちづくり活動支援事業について、事務局より説明をお願いする。

まちづくり活動支援事業４団体（全国空き家アドバイザー協議会愛媛県四国中央支部、シトラスみんなの応援隊、四国中央未来塾、ほっとそっとmama）の概要及び実績を説明する。

市民とともにこのまちをよくしたいと思う団体等が集まっての活動報告を受けて聞きたいことや意見はないか。

これらの活動報告を書面で見るのではなく、事例発表会に参加して話を聞くだけでも感じ方が全く違う、各団体の活動がより多くの方の目に触れて、声を聞くことでることで考え方も変わってくる。
また、ボランティア団体、企業、市民などのコラボレーションができればもっと地域が活性化できるのではないか。事例発表会を通じてそれぞれの活動を知る機会がより増えれば、多くの輪がつながっていくのではないかと感じた。

市職員の若手が地域のリーダーとなり、公民館主事と一緒になって周りを引っ張り、また子どもを通じてのPTA活動等を通じて若い世代の横の繋がりが地域につながっていけばいいのではないか。

若い世代が地域に貢献するというところで、本市には「しこちゅう～ボラ７」の高校生ボランティアグループがある。市内のボランティアやまちづくりに関する情報の取材を行い高校生の目線で発信している。先日別の会で、ボラ７の活動として企業ボランティアの活動を取材し、SNSを通じて市民に伝えていくという報告があった。
若い人たちが、自分で聞いて学び、自分の言葉で地域に発信できる機会を作っており、今後も継続してほしいと実感した。

最後に（３）その他として事務局から報告などないか。

令和8年8月末で市民自治推進委員の任期が満了となる旨を伝える。


	
	閉会



